
特
集
／
新
・
可
児
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

特
集
／
新
・
可
児
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

兼山小学校
新1年生の
児童たち

可児市からのお知らせ No.548
2 0 0 5（平成17年） 
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５月１日、可児市と兼山町が合併し、新しい可児市が生まれました。 
人口も一気に１０万人を超え、一回り大きくなりました。 
新しい可児市のさらなる飛躍が期待されます。 

五
月
一
日
、
兼
山
町
と
合
併
し
、

　

五
月
一
日
、
兼
山
町
と
合
併
し
、

新
・
可
児
市
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。

新
・
可
児
市
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
合
併
協
議
に
あ
た
り
、

こ
れ
ま
で
の
合
併
協
議
に
あ
た
り
、

ご
理
解
い
た
だ
き
ま
し
た
市
民
の
皆

ご
理
解
い
た
だ
き
ま
し
た
市
民
の
皆

さ
ま
、
関
係
各
位
に
厚
く
お
礼
申
し

さ
ま
、
関
係
各
位
に
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
市
町
村
を
取
り
巻
く
環
境

　

さ
て
、
市
町
村
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
地
方
交
付
税
や
国
庫
補
助
金
の

は
、
地
方
交
付
税
や
国
庫
補
助
金
の

削
減
な
ど
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
厳
し

削
減
な
ど
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
厳
し

さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
少

さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
少

子
高
齢
社
会
の
到
来
な
ど
に
伴
い
、

子
高
齢
社
会
の
到
来
な
ど
に
伴
い
、

行
政
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
、
高
度
化
し

行
政
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
、
高
度
化
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
地
方
分
権

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
地
方
分
権

の
受
け
皿
と
し
て
、
よ
り
一
層
の
効

の
受
け
皿
と
し
て
、
よ
り
一
層
の
効

率
的
な
行
財
政
運
営
と
総
合
的
な
行

率
的
な
行
財
政
運
営
と
総
合
的
な
行

財
政
能
力
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い

財
政
能
力
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
こ
の
合
併
が
、

　

こ
の
よ
う
な
中
、
こ
の
合
併
が
、

「
合
併
し
て
よ
か
っ
た
」と
言
わ
れ
る

「
合
併
し
て
よ
か
っ
た
」と
言
わ
れ
る

よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
に

よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
す
。

新
・
可
児
市
が
さ
ら
な
る
飛
躍
を

　

新
・
可
児
市
が
さ
ら
な
る
飛
躍
を

す
る
た
め
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、

す
る
た
め
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

可児市長可児市長　山田 豊山田 豊
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可
児
市
と
兼
山
町
の
合
併
は
、
平

成
十
六
年
五
月
六
日
に
、
兼
山
町
か

ら
の
合
併
協
議
の
申
し
入
れ
に
始
ま

り
、十
一
月
二
十
二
日
、
山
田
豊
市

長
と
渡
辺
芳
彦
町
長
が「
合
併
協
定

書
」に
調
印
、十
二
月
に
は
両
市
町
の

議
会
に
お
い
て
合
併
が
議
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
し
て
五
月
一
日
、
人
口
十
万
七

百
五
十
八
人
（
四
月
一
日
現
在
）、
面

積
八
七
・
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

新
し
い
可
児
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

兼
山
町
は
、
県
内
で
唯
一
、
明
治
の

町
制
施
行
以
来
ど
こ
と
も
合
併
し
て

い
な
い
町
で
し
た
が
、こ
の
合
併
で
、

そ
の
長
い
歴
史
に
幕
が
閉
じ
ら
れ
ま

し
た
。

　

新
し
い
可
児
市
の
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
理
念
は
、
兼
山
町
の
総
合
計
画

に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

を
尊
重
し
つ
つ
、「
交
流
」
を
拓
く

「
共
生
」
を
育
む　
「
自
立
」
を
高
め

る
と
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
を

「
心
豊
か
な
活
力
と
う
る
お
い
の
あ

る
住
み
よ
い
ま
ち
・
可
児
〜
市
民
が

誇
り
を
持
つ
ま
ち
、持
て
る
ま
ち
〜
」

と
し
て
い
ま
す
。

　

旧
可
児
市
民
と
旧
兼
山
町
民
の
す

べ
て
が
、
こ
の
地
に
住
ん
で
て
良

か
っ
た
、
こ
れ
か
ら
も
住
み
つ
づ
け

た
い
と
思
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

元 兼山町長

　渡辺　芳彦さん

元 可児市・兼山町合併協議会委員

　山口多鶴子さん（久々利）

元 可児市・兼山町合併協議会委員

　高柳宗弘さん（兼山）

　可児市の皆さま、兼山は今日

から皆さまの仲間入りをさせて

いただくことになりました。よ

ろしくお願いいたします。

　今回の合併にあたっては、可

児市長、両議会の皆さまの温かいご配慮をいただきました

が、特に市民の皆さまの高い見識深い思いやりのご意見を

仄聞しまして、大変心強く感じています。

　兼山町は町制施行以来１１６年純血の町として独立独歩を

続けてきましたが、今日より古い殻から脱皮して新しい市

民として、新可児市の街づくりに参加させていただきたい

と存じます。

　ご指導の程よろしくお願いいたします。

　今回の合併により、新しい可児

市としてめでたくスタート出来

ますことを、大変うれしく思いま

す。

　兼山町はとても歴史は深く、伝

統や文化も栄える自然の豊かな城下町です。

　武者行列、古城山、烏峰太鼓など兼山独自の有形無形の

遺産を大切にしながら、双方の住民の理解と協力と連携に

より、新しい可児市が未来に向かって発展するよう 羽撃 い
はばた

ていくことを心より願っています。

　明るい街。活力ある街。安心し

て生き生きと暮らせる街。

　新市への望みは多々あります

が、そんな中でも、私は青少年の

健全育成がポイントの一つである

と思います。

　地域行事に若い人たちが多く参加して、市民全体のふれ

あいを大切にし、若い人たちが好んで住む活力ある新可児

市になることを希望しています。

　また、兼山地区には独自の歴史、文化、風俗、慣習が多

く、新可児市になっても、大切に見守っていただきたく思っ

ております。
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消
防
団
入
退
団
式
が
４
月
３
日

（
日
）市
役
所
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
長
年
活
躍
さ
れ
た

退
団
者
の
皆
さ
ん
と
昇
任
・
入
団
さ

れ
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退
団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団
ののののののののののののののののののののの
皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆
さささささささささささささささささささささ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん

退
団
の
皆
さ
ん

副
団
長
＝
大
竹
良
三

第
二
分
団
長
＝
奥
村
俊
弘

第
四
分
団
長
＝
續
木
芳
朗

【
第
一
分
団
】

第
一
部　

団
員
＝
山
川
和
仁
・
奥
村

好
伸
・
田
中
圭
一
・
宮
島
康
幸
・
肥

田
祥
幸

第
二
部　

班
長
＝
古
田
卓
二　

団
員

＝
小
池
道
之
・
古
田
敏
教
・
可
児
隆

行
・
栗
本
正
高

第
三
部　

団
員
＝
吉
田
聡
・
亀
谷
正

樹
・
田
口
孝
広
・
水
口
英
樹

第
四
部　

班
長
＝
飯
田
義
康
・
安
藤

清
・
鈴
木
良
典

【
第
二
分
団
】

第
一
部　

団
員
＝
丹
羽
泰
成
・
山
本

益
実

第
二
部　

団
員
＝
土
田
貴
政
・
可
児

正
樹
・
加
納
栄
司

第
三
部　

団
員
＝
栢
之
間
省
一
・
西

川
直
樹
・
岩
井
孝
仁

【
第
三
分
団
】

第
一
部　

団
員
＝
吉
田
学
・
永
田
匠
・

梅
田
武
士
・
濱
久

第
二
部　

団
員
＝
前
田
隆
秀

第
三
部　

団
員
＝
松
井
繁
憲
・
吉
川

大
輔
・
三
橋
一
之
・
安
藤
晃
・
小
池

学第
四
部　

団
員
＝
田
口
雅
之
・
三
木

孝
一
郎
・
岡
本
浩
章
・
加
藤
勝
・
柿

崎
弘
臣昇昇昇昇昇昇昇昇昇昇昇昇昇昇昇昇昇昇昇昇昇

任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任
ののののののののののののののののののののの
皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆
さささささささささささささささささささささ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん

昇
任
の
皆
さ
ん

副
団
長
＝
小
澤
修
二
（
前
第
三
分
団

長
）

【
第
一
分
団
】

第
四
部　

班
長
＝
三
浦
猛
・
松
山
重

徳
・
土
肥
直
樹

入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団
ののののののののののののののののののののの
皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆
さささささささささささささささささささささ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん

入
団
の
皆
さ
ん

第
二
分
団
長
＝
可
児
整

第
三
分
団
長
＝
中
島
勝
雄

第
四
分
団
長
＝
高
木
伸
敏

【
第
一
分
団
】

第
一
部　

団
員
＝
佐
藤
浩
伸
・
久
永

和
也
・
山
田
淳
也
・
久
保
田
真
二
・

宇
野
春
雄
・
美
齋
津
貢
太
・
続
木
雄

介第
二
部　

班
長
＝
古
田
真
一　

団
員

＝
加
納
秀
一
・
佐
藤
貴
信
・
栗
本
洋

一
・
山
口
功

第
三
部　

団
員
＝
小
池
昌
彦
・
三
宅

邦
一
・
千
賀
康
裕
・
玉
田
一
輝

第
四
部　

団
員
＝
西
垣
利
美
・
可
児

資
和
・
小
島
則
和

【
第
二
分
団
】

第
一
部　

団
員
＝
河
合
宏
典
・
前
田

浩
介

第
二
部　

団
員
＝
日
比
隼
人
・
安
江

克
敏
・
山
本
晃

第
三
部　

団
員
＝
熊
沢
秀
彦
・
柴
田

克
敏
・
北
村
大
介

【
第
三
分
団
】

第
一
部　

団
員
＝
尾
崎
陽
介
・
吉
田

暁
正
・
岩
田
昇
一
・
板
津
希
祐

第
二
部　

団
員
＝
中
嶋
政
人

第
三
部　

団
員
＝
梅
田
幸
生
・
佐
伯

健
太
郎
・
平
塚
圭
介
・
斎
藤
雄
太
・

加
藤
洋
隆

第
四
部　

団
員
＝
無
笹
勝
義
・
廣
瀬

誠
・
清
水
耕
人
・
梨
元
一
樹

【
第
四
分
団
】

第
一
部　

団
員
＝
高
木
信
弥

第
二
部　

団
員
＝
前
田
茂
宏

第
三
部　

団
員
＝
渡
邉
茂
雄
・
水
野

孝
志

●
問
合
先　

防
災
安
全
課

辞令交付を受ける入団者代表

佐藤浩伸さん（第１分団第１部・広眺ケ丘）
　自主防災会の役員を務めるなど地域の防災活
動に携わってきましたが、消防団の技術や知識
を自主防災会にも生かすことができたらと入団
を決意しました。
　自分たちの住んでいるまちは、自分たちで守
る。今後も、私の後に続いていただける方が増
えることを期待します。

新入団員から一言
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○△□耐震改修計画図

補強計画

補強工事完了

耐震診断

耐震対策の流れ 

　

市
で
は
、
地
震
に
強
く
安
心
で
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
平
成

　

年
度
か
ら
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診

１４断
助
成
事
業
（
診
断
料
の
一
部
を
補

助
）
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平

成　

年
度
か
ら
は
、
耐
震
診
断
の
結

１６
果
か
ら
補
強
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た

木
造
住
宅
に
対
し
、
耐
震
補
強
工
事

費
の
一
部
を
補
助
す
る
、
木
造
住
宅

耐
震
補
強
工
事
費
補
助
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
新
潟
中
越
地
震
や
福

岡
西
方
沖
地
震
な
ど
大
規
模
地
震
が

発
生
し
て
お
り
、
こ
の
地
方
で
も
、

東
海
・
東
南
海
地
震
の
発
生
が
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。
突
然
の
地
震
に
備

え
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
住
宅 

　

次
の
要
件
を
満
た
す
木
造
住
宅
が

助
成
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
昭
和　

年
５
月　

日
以
前
に
着
工

５６

３１

さ
れ
た
も
の
で
、
平
屋
ま
た
は
２

階
建
て

○
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延
べ
面
積

の
半
分
以
上
が
住
宅
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
も
の

○
枠
組
壁
工
法
・
丸
太
組
工
法
ま
た

は
大
臣
等
特
別
の
認
定
を
受
け
た

工
法
で
な
い
も
の

○
賃
貸
住
宅
（
共
同
・
長
屋
）
は
、

診
断
に
つ
い
て
住
居
者
の
承
認
を

得
て
い
る
も
の

対
象
と
な
る
耐
震
診
断

　

木
造
住
宅
耐
震
相
談
士
が
岐
阜
県

木
造
住
宅
耐
震
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ

い
て
実
施
す
る
「
耐
震
診
断
」
に
限

り
ま
す
。

助
成
を
受
け
ら
れ
る
人 

　

耐
震
診
断
料
の
助
成
を
受
け
ら
れ

る
の
は
、
市
内
に
あ
る
対
象
と
な
る

木
造
住
宅
の
所
有
者
個
人
に
限
り
ま

す
。

助
成
金
の
額 

　

１
棟
当
た
り
の
助
成
金
限
度
額
は

表
１
の
通
り
で
す
。

対
象
と
な
る
工
事 

　

耐
震
診
断
に
お
い
て
、
建
物
評
点

が
２
以
下
と
診
断
さ
れ
た
木
造
住
宅

に
つ
い
て
、
基
礎
、
柱
、
は
り
、
壁

な
ど
を
補
強
し
、
評
点
を
４
以
上
と

す
る
工
事
。
ま
た
は
、（
財
）
日
本
建

築
防
災
協
会
に
よ
る
「
木
造
住
宅
の

耐
震
精
密
診
断
と
補
強
方
法
」
に
よ

る
総
合
評
点
を
、
１
・
０
以
上
と
す

る
耐
震
補
強
工
事
が
対
象
に
な
り
ま

す
。

補
助
を
受
け
ら
れ
る
人 

　

補
助
金
の
交
付
を
受
け
ら
れ
る
の

は
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断
助
成
事
業

に
よ
る
耐
震
診
断
を
受
け
た
住
宅
の

所
有
者
で
す
。

補
助
金
の
額 

　

補
助
金
の
交
付
対
象
と
な
る
の

は
、
耐
震
補
強
工
事
の
た
め
の
経
費

で
す
。
１
棟
当
た
り
の
補
助
金
限
度

額
は
表
２
の
通
り
で
す
。

●
申
込
・
問
合
先　
　

建
築
指
導
課

木
造
住
宅
耐
震
診
断

助
成
事
業

木
造
住
宅
耐
震
補
強

工
事
補
助
事
業

内　　容項　　目

３万円耐震診断助成対象
となる限度額

３分の２助 成 率

２万円助成金限度額

※平成１７年度は、５０棟を対象。

表１ 助成金限度額表（１棟当たり）

内　　容項　　目

１２０万円補助金交付の対象と
なる限度額

２分の１補 助 率

６０万円補助金限度額

平成１７年度は、５棟を対象。

表２ 補助金限度額表（１棟当たり）
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●体　　裁　B５判・８４６ページ・上製本・布クロス貼表紙・箱入り
●価　　格　１冊３,５００円
●販売場所　市史編さん室（JR可児駅西・総合会館分室東棟）、

可児郷土歴史館（久々利）、図書館本館（広見）、ま
ちづくり推進課窓口、各連絡所、兼山振興事務所

　

平
成　

年
度
か
ら
編
さ
ん
を
始
め

１３

た
「
可
児
市
史
」
（
全
６
巻
）
の
第

１
巻
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

編
さ
ん
開
始
か
ら
５
年
目
を
迎
え
、

こ
れ
ま
で
に
行
っ
て
き
た
調
査
・
研

究
の
集
大
成
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。

質
・
量
と
も
に
充
実
し
た
こ
の
一
冊

を
皆
さ
ん
の
手
元
に
置
き
、
ふ
る
さ

と
可
児
の
歴
史
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

今
回
発
行
さ
れ
た
市
史
は
、
第
１

巻
目
と
な
る
通
史
編
考
古
・
文
化
財

で
、
第
１
部
原
始
・
古
代
、
第
２
部

窯
業
、
第
３
部
文
化
財
の
三
つ
の
部

門
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
発
掘
調
査
さ
れ
た
宮
之
脇
遺

跡
（
川
合
）
や
長
塚
古
墳
（
中
恵
土
）

を
写
真
や
図
を
用
い
て
紹
介
す
る
ほ

か
、
志
野
、
織
部
と
い
っ
た
桃
山
茶

陶
で
全
国
的
に
も
有
名
な
久
々
利
大

平
・
大
萱
の
焼
き
物
を
図
・
写
真
で

掲
載
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
文
化
財
の
部
で
は
、
指
定

文
化
財
を
主
に
、
仏
像
、
絵
画
な
ど

を
専
門
家
に
依
頼
し
て
調
査
し
、
そ

の
成
果
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

　

可
児
市
史
で
は
、
旧
石
器
時
代
か

ら
の
可
児
市
の
歴
史
を
見
直
し
、
時

代
ご
と
の
可
児
市
の
位
置
付
け
を
考

え
よ
う
と
い
う
方
針
に
基
づ
き
編
さ

ん
し
て
い
ま
す
。

　

最
新
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
た
市

史
と
す
る
こ
と
、
市
民
生
活
が
感
じ

ら
れ
る
市
史
と
す
る
こ
と
、
親
し
ま

れ
活
用
さ
れ
る
市
史
と
す
る
こ
と
、

そ
し
て
編
さ
ん
後
も
、
研
究
な
ど
に

役
立
つ
資
料
の
収
集
・
保
存
を
図
る

こ
と
を
基
本
に
、
編
さ
ん
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

第
１
章　

旧
石
器
時
代

第
１
章　

旧
石
器
時
代

第
２
章　

縄
文
時
代

第
３
章　

弥
生
時
代

第
４
章　

古
墳
時
代
か
ら
奈
良
時

代

第
５
章　

平
安
時
代
か
ら
室
町
時

代

第
６
章　

近
世

第
２
部　

窯
業

第
１
章　

須
恵
器

第
２
章　

白
瓷

第
３
章　

山
茶
碗

第
４
章　

古
瀬
戸
系
陶
器

第
５
章　

大
窯
の
時
代

第
６
章　

連
房
式
登
り
窯
の
時
代

第
３
部　

文
化
財

第
１
章　

有
形
文
化
財

第
２
章　

民
俗
文
化
財

第
３
章　

記
念
物

※
索
引
を
付
け
、
百
科
事
典
的
な
利

用
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。（
７
９
５
項
目
の
索
引
を
作

成
）

　

旧
兼
山
町
域
の
歴
史
を
記
し
た

「
続
兼
山
町
史
」
も
近
々
発
売
し
ま

す
。
昭
和　

年
発
行
の「
兼
山
町
史
」

４７

以
後
、
今
回
の
合
併
ま
で
の
兼
山
町

の
歴
史
を
記
録
し
、
後
世
に
伝
え
て

い
こ
う
と
発
行
す
る
も
の
で
す
。
A

５
判
の
大
き
さ
で
、
約
２
０
０
ペ
ー

ジ
の
本
と
な
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
「
兼
山
町
史
」
の
復
刻
版
も

販
売
中
で
す
。
金
山
城
の
城
下
町
と

し
て
、
あ
る
い
は
川
湊
と
し
て
栄
え

た
兼
山
の
歴
史
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

●
価
格　

１
冊
３
１
５
０
円

●
販
売
場
所　

兼
山
歴
史
民
俗
資
料

館
、
兼
山
振
興
事
務
所
、
可
児
郷

土
歴
史
館
、
市
史
編
さ
ん
室

続 
兼
山
町
史
も
発
売
予
定

第
１
巻
の
概
要

地
域
史
の
視
点
で
編
さ
ん

第
１
巻
の
目
次

●
申
込
・
問
合
先　

市
史
編
さ
ん

室　

�
�
�
４
６
０
１　

電
子

メ
ー
ル　

sisih
en
san
@
city
.

k
an
i.g
ifu
.jp
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Gifu Flower Festival 2005 2005.3.1~6.12

広報かに ２００５.５.１ 

※イベントの日程・内容は、一部変更になることがあります。 
●問合先　花フェスタ２００５ぎふ実行委員会事務局 
　1烙６５６６　ホームページ http://www.hana2005.jp

たじみ・かさはらフェスタ 
●場所　プリンセスホール雅 
●内容　宮太鼓演奏、民族舞踊など 

飛騨市の日 
●時間　午前１１時～ 
●場所　プリセスホール雅ほか 
●内容　伝統芸能など 

飛騨高山フェスタ 
●場所　プリンセスホール雅ほか 
●内容　太鼓演奏ほか 

世界バラ育種家ふれあいフォーラム 
環太平洋ローズコンテスト友好団体調印式 
●時間　午前１０時～ 
●場所　プリンセスホール雅、音楽広場 

フラワーブーケショー 
　ウエディングドレスをまとった公募モデルが、趣向を 
凝らしたブーケを手に華やかに登場します。 
●時間　午後１時～ 
●場所　プリンセスホール雅 

●開催期間 

●開場時間 

 

●場　　所 

●入 場 料 

 

●駐 車 料 

６月１２日（日）まで 

午前９時３０分～午後５時 

（入場は午後４時まで） 

花フェスタ記念公園（瀬田） 

大人１,０００円、高校生・シルバー７００円、 

小・中学生５００円（当日） 

乗用車５００円、バス１,０００円（９,０００台） 

花のストリートフェスタ 市町村フェスタ 

23 
豺 

28 
貍 

29 
豸 

22
豸 

21 
貍 

24 
貂 

25 
貉 

26 
貅 

27 
貊 

19 
貅 

20 
貊 

16 
豺 

18 
貉 

～
 

Ｔ2（楽器演奏） 

ウクレレエコーズ（フラダンス）、MUSIC HOUR（歌と楽器） 

花のシンフォニー・屋外 
第２楽章・花のロンド「春爛漫のお花畑」 
　蜷期間　５月１９日（木）まで　 
第３楽章・花のファンタジー「華麗なるバラの競演」 
　蜷期間　５月２０日（金）～６月１２日（日） 

花の地球館　 
イギリスバラ紀行 
　蜷期間　５月１９日（木）まで 
世界のバラ紀行～世界に広まる香高きバラへ 
　蜷期間　５月２０日（金）～６月１２日（日） 

花トピア 
ぎふの自然～岐阜地域 
　蜷期間　５月９日（月）まで 
プリンセス・サヤコ展示　 
　蜷期間　５月下旬～６月１２日（日） 
さつき展　 
　蜷期間　５月２４日（火）～３１日（火） 

花のミュージアム 
世界バラの切手展 
　蜷期間　５月９日（月）～１２日（木）、１５日（日）～２９日（日） 
岐阜県現代盆栽美術展 
　蜷期間　５月２１日（土）～２９日（日） 

展示ガイド 

中津川市フェスタ 
●時間　午前１０時～ 
●場所　プリンセスホール雅 
●内容　和太鼓・大正琴演奏、獅子舞など 

本巣市フェスタ 
●場所　プリンセスホール雅 

●内容　コーラス、大正琴・オカリナ演奏など 

プリンセス･サヤコ 

ビリーバンバン蜷 
 

花フェスタ　ダンスコレクション2005 
　各地から集まったダンスチームによる、ハイレベ
ルなダンスパフォーマンスが繰り広げられます。 
●時間　午前１０時～ 
●場所　プリンセスホール雅 

フィオカマレイピカケフラサークル（フラダンス）、山手 
スポーツクラブ（ヒップホップ）、LOVEAFRICA（民族 
楽器） 

NPO法人キッズスクエア瑞穂（よさこい）、SJCジャズ 

オーケストラ、魂の唄旅人・あつ　大川敦子（歌と楽器） 

第2回花紀行10,000人コンサート 
フォークソングコレクション 
　ビリーバンバンの２人が進行
役になり、それぞれの持ち歌はも
ちろん、会場を巻き込んでの大ジ
ョイントコンサートが開催されます。 
 
●場所　プリンセスホール雅ほか 

▼五つの赤い風船 

山田パンダさん蜷 



兵庫県 

宝塚市 

宝
塚
で
出
会
っ
た
私
の
宝 

兵
庫
県 

　
宝
塚
市 

●
記
　
安
次
富
長
計
さ
ん（
皐
ケ
丘
） 

　花は紅を帯びた濃い紫色で、最後は青紫色になり
ます。オールド・ローズの中では最も青に近いこと
から青いバラの元祖といわれ、現在もなおヨーロッ
パで栽培される人気品種です。６センチメートルほ
どの花ですが、小菊を思わせる花形が実に愛らしい
です。名前の「カーディナル」は、カトリック教で
法王の選挙や補佐に任ずる最高顧問の枢機鑄を意味
し、フランスの宰相として国王ルイ１３世を補佐し
たリシュリュー鑄にちなんでいます。花フェスタ記
念公園内「世界のバラ園」の“オールド・ローズの
小径”でご覧いただけます。 

青いバラの元祖
バラの名前　Cardinal de Richelieu（カーディナル・ドゥ・リシュリュー） 
作出年：1847年以前、作出者：Laffy、 
作出国：フランス 
系統：オールド・ローズ、見ごろ：5月下旬 

　
私
の
心
に
残
る
故
郷
は
、
兵
庫
県
宝
塚

市
で
す
。
私
は
も
と
も
と
、
大
阪
の
天
神

で
生
ま
れ
育
ち
、
就
職
後
は
各
地
を
転
々

と
し
て
き
ま
し
た
。
宝
塚
市
は
８
カ
所
目

の
住
ま
い
で
、
思
い
出
深
い
街
で
す
。
大

阪
の
梅
田
か
ら
宝
塚
ま
で
阪
急
沿
線
と
い

っ
て
電
車
が
走
り
、
そ
の
沿
線
は
ビ
ル
や

住
宅
街
な
ど
が
見
え
と
て
も
華
や
か
で
し
た
。

当
時
は
電
車
に
乗
っ
て
そ
の
景
色
を
見
る
と
、

自
分
は
発
展
し
た
素
晴
ら
し
い
街
に
住
ん

で
い
る
の
だ
と
誇
ら
し
げ
に
思
う
も
の
で

し
た
。 

　
ま
た
、
宝
塚
と
言
え
ば
皆
さ
ん
も
ご
存

じ
の
「
宝
塚
歌
劇
団
」
で
す
。
住
ん
で
い

た
こ
ろ
は
、
家
族
で
遊
び
に
行
く
と
言
え
ば
、

劇
場
へ
行
く
こ
と
で
し
た
。
今
で
は
手
塚

治
虫
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
も
で
き
て
い
て
、

観
光
ス
ポ
ッ
ト
も
多
い
で
す
。 

　
可
児
市
に
越
し
て
は
や
１８
年
が
経
ち
ま

し
た
が
、
現
在
は
宝
塚
に
い
た
こ
ろ
友
人

に
も
ら
っ
た
サ
ツ
キ
の
盆
栽
に
精
を
出
し

て
い
ま
す
。
盆
栽
を
見
る
た
び
に
宝
塚
の

街
並
み
や
、
お
世
話
に
な
っ
た
多
く
の
友

人
た
ち
を
思
い
出
し
、
と
て
も
懐
か
し
く

な
り
ま
す
。 

　
華
や
か
な
街
と

友
人
た
ち
と
の
出

会
い
は
、
私
の
ふ

る
さ
と
宝
塚
と
し

て
、
今
も
大
事
な

宝
物
で
す
。 

～・～・～・～・～・～・～・ 

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・ 

７６ 

１ 

宝塚駅に延びる花の道と宝塚歌劇団の銅像（宝塚市提供） 

（文・写真　花フェスタ記念公園） 
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　土田小学校で平日、スクールサポーターとして、
日本語とポルトガル語の通訳をする金林さん。 
　初めは就職するために日本語の勉強をしていま
したが、日本語を学ぶことの楽しさに気付き、見
付けた仕事も辞めて勉強に専念。昨年、難関と言
われる国指定の中学校卒業程度認定試験に合格し、
４月からは犬山市の定時制にも通っています。 
　「うまく日本語が話せないもどかしさを、自分
が通訳することによって分かりやすく伝え、子ど
もたちの将来を少しでも広げられたら」と話す金
林さん。この仕事を始めて子どもの教育の大切さ
に気付き、将来は先生になることに決めたそうで
す。子どもに負けないほどの目の輝きがとても印
象的でした。 

●金林 義高 マルセロさん（土田・20歳） 

初節句だから新聞紙で
かぶとを作ってみました。
似合うでしょ？

カメラに向かってニッ
コリ☆かわいいでしょ？

〒509-0292　広見一丁目1番地　「こっちむいてパシャッ」係 
　 kouhou@city.kani.gifu.jp（２５０キロバイト～１.５メガバイト程度で撮影） 
※お子さんの名前（ふりがな）、生年月日、保護者の氏名、住所、 
　電話番号、コメントを30文字程度を明記してください。 

かわいいお子さんの写真を受け付けています。 
ぜひご応募ください。 

次の皆さんから浄財などの 
寄付がありました。（敬称略） 

１ 

社会福祉に… 
●蘇南中学校生徒会 

●国際園芸アカデミー樹木剪定 
　管理講座受講者 

●ユニー㈱中京本部 
　“愛の募金キャンペーン” 

●今渡北小学校 

●可児ロータリークラブ 

●杉浦廣光 

●日赤奉仕団下恵土分団 

●杏の会 

●国際園芸アカデミー生涯学習 
　講座樹木剪定管理講座受講者 

●ぎふしん愛の預金会 

●今渡公民館まつり実行委員会 

9 広報かに ２００５.５.１ 
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1

市
内
各
地
で
春
の
お
祭
り 

春
の
イ
ベ
ン
ト
に
人
も
桜
も
満
開 

　

４
月
４
日
、
馬
が
勇
壮
に
駆
け
抜
け
る
白

鬚
神
社
流
鏑
馬
祭
（
土
田
）、
４
月　

日
、
２

１０

台
の
山
車
で
か
ら
く
り
が
華
や
か
に
演
じ
ら

れ
る
久
々
利
八
幡
神
社
大
祭
と
、
き
れ
い
に

飾
ら
れ
た
花
馬
が
参
道
を
上
が
る
下
切
八
幡

神
社
花
馬
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
祭
り
に
は
、
地
元
を

は
じ
め
各
地
か
ら
も
多
く
の
人
が
詰
め
掛

け
、
伝
統
文
化
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た　

日
に
は
、
兼
山
で
蘭
丸
ふ
る
里
の

１０

森
「
桜
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
、
桜
や
シ
ョ
ー

を
楽
し
む
人
た
ち
で
大
に
ぎ
わ
い
。
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
に
足
を
運
ぶ
人
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
各
地
域
で
恒
例
と
な
る

春
の
祭
り
が
開
催
さ
れ
、
春
の
訪
れ
を
告
げ

て
い
ま
し
た
。

　

３
月　

日
、
花
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５
ぎ
ふ

２７

会
場
で
、
可
児
市
イ
ベ
ン
ト
「
春
＊
Ｋ
Ａ
Ｎ

Ｉ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〜
春
休
み
キ
ッ
ズ
ワ
ン

ダ
フ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
開
催
さ
れ
、
親
子

連
れ
な
ど
で
一
日
中
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

プ
リ
ン
セ
ス
ホ
ー
ル
雅
で
は
、
子
ど
も
た

ち
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
や
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ

ン
ス
な
ど
が
行
わ
れ
、
会
場
の
中
も
周
辺
も

い
っ
ぱ
い
の
観
客
と
な
る
人
気
ぶ
り
。
一
緒

に
な
っ
て
踊
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
可
児
市
の
特
産
で
あ
る
サ
ト
イ
モ

2

花
フ
ェ
ス
タ
・
可
児
市
イ
ベ
ン
ト 

キ
ッ
ズ
大
活
躍 

大
満
足 を

使
っ
た
光
秀
公
陣
中
千
人
鍋
は
、
１
５
０

０
食
が
無
料
で
振
る
舞
わ
れ
、
温
か
い
汁
物

を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

　

可
児
市
イ
ベ
ン
ト
は
、
５
月
４
日
（
祝
）、

６
月　

日
（
土
）
に
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

１１

人馬一体となって見事な手綱さばきで参道を駆
ける若者。祭りの盛り上がりは最高潮に（土田）

オープニングを飾ったキッズ和太鼓演奏

千人鍋に長蛇の列が…

ステージが繰り広げられたプリンセスホール雅。会場の
中も外も満員になった

山の斜面も桜に覆われ、春を満喫する1日となった（兼山）
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４
月　

日
、
兼
山
・
蘭
丸
ふ
る
里
の
森
、

１６

総
合
会
館
な
ど
で
、
「
兼
山
町
メ
モ
リ
ア
ル

イ
ベ
ン
ト
」
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
町
民
が

合
併
を
前
に
、
兼
山
町
の
思
い
出
づ
く
り
と

な
る
一
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

兼
山
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
俳
人
・
金
子
兜

太
さ
ん
の
句
碑
除
幕
式
や
講
演
会
。
歌
手
の

3

兼
山
町
メ
モ
リ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト 

さ
よ
な
ら 

あ
り
が
と
う 松

原
の
ぶ
え
さ
ん
と
牧
伸
二
さ
ん
、
お
笑
い

タ
レ
ン
ト
の
テ
ツ
ａ
ｎ
ｄ
ト
モ
に
よ
り
、
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
ス
テ
ー
ジ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
会

場
は
笑
い
と
感
動
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

暗
く
な
っ
て
か
ら
は
、
特
効
花
火
も
上
げ

ら
れ
、
兼
山
の
風
情
あ
る
町
並
み
を
明
る
く

照
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　

４
月
５
日
、桜
ケ
丘
公
民
館
を
出
発
点
に
、

「　

万
歩
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
オ
ー
ク
」
の

１０

　

年
度
第
１
回
（
全　

回
）
が
行
わ
れ
ま
し

１７

１２

た
。今
回
は
１
６
５
人
の
健
脚
自
慢
が
参
加
。

団
地
内
を
抜
け
、浅
間
山
を
登
り
戻
っ
て
く
る

７
・
６
袰
の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。団
地
の

桜
は
ま
だ
つ
ぼ
み
で
花
見
は
楽
し
め
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
山
に
吹
く
さ
わ
や
か
な
風
を
感

じ
て
元
気
に
歩
い
て
い
ま
し
た
。

　

２
回
目
と
な
る
５
月　

日
は
兼
山
で
、
一

１０

般
参
加
の
で
き
る
「
市
民
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 4

１０
万
歩
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
オ
ー
ク 

さ
わ
や
か
な
風
を
楽
し
み
な
が
ら 

　

４
月
６
日
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
可
児
第
一

団
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
カ
ウ
ト
隊
に
所
属
す
る
武

井
啓
晃
さ
ん
（　

歳
・
虹
ケ
丘
）
が
、
ボ
ー

１９

イ
ス
カ
ウ
ト
教
育
課
程
の
最
高
の
進
級
章

「
富
士
章
」を
取
得
、
市
役
所
を
訪
れ
、
山
田

市
長
に
報
告
を
し
ま
し
た
。
昨
年
度
、
県
内

で
同
章
を
取
得
し
た
の
は
３
人
。

　

武
井
さ
ん
は
、
タ
イ
で
開
催
さ
れ
た
世
界

大
会
に
参
加
す
る
な
ど
積
極
的
に
活
動
。
野

営
場
修
繕
な
ど
多
く
の
課
題
を
達
成
し
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
た
。「
こ
の
経
験
を
生
か
し
、

後
輩
の
指
導
を
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

5

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
「
富
士
章
」
取
得
 

最
高
の
章
に
喜
び
と
希
望
を 

笑顔で山田市長に報告する武井さん

浅間山の頂上を目指し歩く参加者

兼山小児童の先導で校歌、ふるさとなどを来場者全員
で合唱。屋外会場は温かな空気に包まれた

想い出イルミネー
ションの点灯スイッ
チを押す渡辺芳彦
町長と児童

蘭丸ふる里の森
で句碑の除幕を
する関係者

イルミネーションは5月5日まで
点灯される（兼山公民館）

客席に下りて歌う松原のぶえさん
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市
は
、
正
し
い
栄
養
や
健
康
な
ど
の
知
識

を
学
び
、
各
地
区
で
食
生
活
改
善
推
進
員
と

し
て
活
動
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
栄
養
教

室
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日
と
内
容　

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成 

栄
養
教
室
で
学
ぼ
う

募
　
集 

●
時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
１
時　

分

３０

３０

　
（
第
１
回
は
午
前　

時　

分
ま
で
、第　

回

１１

３０

１０

は
午
後
２
時
ま
で
）

●
場
所　

総
合
会
館
（
市
役
所
向
か
い
）

●
対
象
者　

市
内
在
住
の
女
性

●
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

４５

●
費
用　

１
５
３
０
円
（
食
品
成
分
表
と
テ

　

キ
ス
ト
代
）

●
申
込
締
切　

５
月　

日
（
水
）

２５

※
７
回
以
上
出
席
し
た
人
に
は
終
了
証
を
授

与
。
教
室
終
了
後
に
、
市
食
生
活
改
善
推

進
協
議
会
に
３
年
以
上
入
会
し
て
も
ら
い

ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先　

健
康
増
進
課

 　

市
で
は
、
も
う
す
ぐ
お
父
さ
ん
と
お
母
さ

プ
リ
パ
パ
マ
マ
セ
ミ
ナ
ー 

夫
婦
で
参
加
を

ん
に
な
る
夫
婦
が
対
象
の
講
演
会
の
受
講
者

を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日　

５
月　

日
（
日
）

２９

●
時
間　

午
後
１
時
〜
４
時
（
受
け
付
け
は

午
後
零
時　

分
〜
）

３０

●
場
所　

総
合
会
館

●
内
容　

○
第
１
部
＝
講
演
会
「
子
育
て
に

お
け
る
両
親
の
役
割
」　

○
第
２
部
＝
マ

タ
ニ
テ
ィ
ビ
ク
ス
体
験
（
実
技
）

●
講
師　

○
第
１
部
＝
岡
崎
勝
さ
ん
（
公
立

小
学
校
教
諭
）　

○
第
２
部
＝
稲
垣
寿
美

恵
さ
ん
（
マ
タ
ニ
テ
ィ
ビ
ク
ス
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
）

●
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、バ
ス
タ
オ
ル
、

運
動
の
で
き
る
服
装
、
水
分
補
給
で
き
る

物
な
ど

●
定
員　
　

組
（
先
着
順
）

２０

●
参
加
費　

無
料

※
第
１
部
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。
第
１

部
は
出
産
後
の
夫
婦
も
参
加
可
。
第
２
部

を
希
望
す
る
人
は
、
お
お
む
ね
妊
娠　

週
２０

以
上
で
、
医
師
の
許
可
を
得
て
い
る
人
に

限
り
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
せ
先　

健
康
増
進
課

 　

市
は
、　

年
度
開
催
の
男
女
共
同
参
画
講

１７

座
・
講
演
会
の
企
画
・
運
営
な
ど
を
行
う
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

●
活
動
内
容　

月
に
１
回
の
定
例
会
で
、
講

座
の
内
容
を
企
画
し
、
講
座
当
日
の
運
営

を
行
う

●
対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人
（
年
齢
・

性
別
を
問
い
ま
せ
ん
）

●
申
込
締
切　

５
月　

日
（
火
）

１７

●
申
込
・
問
合
先　

総
合
政
策
課

男
女
共
同
参
画
講
座 

企
画
ス
タ
ッ
フ
募
集

回１２３４５６７８９１０

回
数

６/２２
（水）

７/２１
（木）

８/９
（火）

８/３１
（水）

９/２７
（火）

１１/２
（水）

１１/１７
（木）

１２/８
（木）

１/１８
（水）

２/１４
（火）

　
　
　

内　
　
　

容

�
市
行
政
の
健
康
づ
く
り
対
策

�
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
組
織
と

役
割

※
調
理
実
習
な
し

�
健
康
づ
く
り
（
総
論
）

�
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
献
立

�
栄
養
の
基
礎
知
識

�
カ
ル
シ
ウ
ム
の
多
い
献
立

�
生
活
習
慣
病
予
防
の
生
活

�
減
塩
食
の
献
立

�
生
活
習
慣
病
予
防
の
生
活

�
食
物
繊
維
の
多
い
献
立

�
献
立
の
立
て
方

�
食
品
成
分
表
の
使
い
方

�
子
ど
も
向
け
の
献
立

�
年
代
別
の
健
康
づ
く
り

�
グ
ル
ー
プ
研
究

�
貧
血
予
防
の
献
立

�
年
代
別
の
食
生
活

�
グ
ル
ー
プ
研
究

�
低
カ
ロ
リ
ー
の
献
立

�
運
動
と
休
養

�
グ
ル
ー
プ
研
究

�
高
齢
者
向
け
の
献
立

�
市
食
改
協
会
長
か
ら
活
動
状
況
報
告

�
グ
ル
ー
プ
研
究
発
表
（
献
立
）

わくわく体験館

ガラス工芸を楽しもう
　わくわく体験館のガラス工房では、

「吹きガラス」と「ステンドグラス」の

入門講座受講生をそれぞれ募集します。

●コースと日時
　（吹きガラス、ステンドグラスとも全６回）

※吹きガラス受講者は、長袖、長ズボン、ズック
靴を使用

●場所

　わくわく体験館（塩河）

●対象者　一般成人

●申込締切

　５月２１日（土）

●申込・問合先

　同館　��１５１５

●講座の内容など

期日時　間コース名

６／９、１６、２３、３０
７／７、１４

午前９時３０分
～正午

木曜午前
コース

６／１０、１７、２４
７／１、８、１５

午後１時
～３時３０分

金曜午後
コース

６／１１、１８、２５
７／２、９、１６

午前９時３０分
～正午

土曜午前
コース

ステンドグラス吹きガラス講座名

ステンドグラスの技
法で、木枠パネルを
制作

基礎を学びな
がら、グラスや
小鉢などを作る

内　容

各コース２０人（抽選）各コース２人
（抽選）定　員

１８,０００円（材料費込み）２１,０００円
（材料費込み）受講料



13 広報かに ２００５.５.１ 

 　

市
と
中
部
大
学
が
連
携
し
て
開
催
す
る
歴

史
講
座
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

幕
末
の
尾
張
藩
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
こ

の
時
期
を
乗
り
越
え
た
の
か
を
考
え
ま
す
。

●
期
日　

６
月　

日
（
木
）、　

日
（
木
）
の

１６

２３

全
２
回

●
時
間　

午
後
６
時　

分
〜
８
時

３０

●
場
所　

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

●
テ
ー
マ　

尾
張
藩
の
幕
末
維
新

●
講
師　

森
田
朋
子
さ
ん
（
中
部
大
学
助
教

授
）

●
受
講
料　

５
０
０
円

●
定
員　
　

人
（
抽
選
）

６０

●
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
（
昼
間
の
連
絡
先
）
を
明
記
の

中
部
大
学
地
域
連
携
講
座 

幕
末
の
尾
張
藩
を
学
ぼ
う

上
、
〒
５
０
９
�
０
２
１
４
広
見
７
�　
７７

（
広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア
内
）
生
涯
学

習
課
公
民
館
係
あ
て
に
送
る

●
申
込
締
切　

６
月
３
日
（
金
）
必
着

●
問
合
先　

生
涯
学
習
課
公
民
館
係

　
　
　
　
　

�
�
２
０
０
５

 　

グ
リ
ー
ン
テ
ク
ノ
研
修
室
は
、
親
子
で
農

業
や
自
然
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
「
土

曜
親
子
体
験
学
園
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日　

○
第
１
回
＝
６
月
４
日
（
土
）　

　

○
第
２
回
＝
８
月　

日
（
土
）

２０

●
時
間　

い
ず
れ
も
午
前　

時
〜
正
午

１０

●
場
所　

グ
リ
ー
ン
テ
ク
ノ
研
修
室（
坂
戸
）

●
内
容　

お
い
し
い
ナ
シ
を
作
ろ
う　

○
第

グ
リ
ー
ン
テ
ク
ノ
研
修
室 

親
子
体
験
学
園
を
開
催

１
回
＝
ナ
シ
の
摘
果
、
袋
か
け　

○
第
２

回
＝
ナ
シ
の
収
穫
、
試
食

●
対
象
者　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
（
２
回

と
も
参
加
で
き
る
親
子
に
限
る
）

●
定
員　
　

組　

人
（
抽
選
）

１０

２０

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
方
法　
「
土
曜
親
子
体
験
学
園
」、
郵

便
番
号
、
住
所
、
児
童
の
学
年
と
氏
名
、

保
護
者
の
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

は
が
き
（
〒
５
０
９
�
０
２
４
１
坂
戸
１

０
２
４
�
１
）
か
フ
ァ
ク
ス
（
�
�
０
６

６
７
）
で
グ
リ
ー
ン
テ
ク
ノ
研
修
室
あ
て

に
送
る

●
申
込
締
切　

５
月　

日
（
金
）

２０

●
問
合
先　

同
研
修
室 

�
�
３
９
２
２

 　

市
体
育
連
盟
は
、
ウ
エ
ー
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
場
内
に
あ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
利

用
す
る
た
め
の
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時　

●
場
所　

ウ
エ
ー
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
場
（
坂

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会 

体
力
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か

戸
・
海
洋
セ
ン
タ
ー
隣
）

●
対
象
者　

高
校
生
以
上
（
子
ど
も
連
れ
の

参
加
は
不
可
）

●
定
員　

各　

人
（
先
着
順
）

１８

●
持
ち
物　

運
動
服
、
室
内
靴

●
受
講
料　

５
０
０
円

●
申
込
開
始
日
時　

５
月　

日
（
水
）
午
前

１１

８
時　

分
〜

３０

●
申
込
・
問
合
先　

同
連
盟
事
務
局

　

�
�
８
６
０
０

 　

東
濃
ホ
ス
ピ
ス
研
究
会
は
、
特
別
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日　

５
月　

日
（
土
）

２８

●
時
間　

午
後
２
時　

分
〜

３０

●
場
所　

ま
な
び
パ
ー
ク
た
じ
み
（
多
治
見

市
豊
岡
町
）

●
演
題　

が
ん
治
療
の
受
け
方
・
選
び
方

●
講
師　

近
藤
誠
さ
ん
（
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
放
射
線
科
講
師
）

●
参
加
費　

５
０
０
円

●
申
込
方
法　

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
記
入
の
上
、
〒
５
０
７
�
０
９

０
１
土
岐
郡
笠
原
町
１
１
０
４
�
４
東
濃

ホ
ス
ピ
ス
研
究
会
事
務
局
へ
送
る

●
申
込
締
切　

５
月　

日
（
金
）

２０

※
満
席
の
場
合
は
は
が
き
で
連
絡
し
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先　

同
事
務
局

　
　
　
　
　

�
０
５
７
２
�
３
９
２
３

東
濃
ホ
ス
ピ
ス
研
究
会 

特
別
講
演
会
を
開
催

期　
　

日

６
月
４
日（
土
）

６
月　

日（
月
）

１３

６
月　

日（
土
）

１８

６
月　

日（
火
）

２１

６
月　

日（
土
）

２５

講
習
時
間

午
後
７
時
〜
９
時

午
前　

時
〜
正
午

１０

午
後
７
時
〜
９
時

午
前　

時
〜
正
午

１０

午
後
７
時
〜
９
時

※講習時間１０分前には受
付を済ませて下さい。

５月１６日～２２日は

春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春ののののののののののののののののののののののののののののの行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間春の行政相談週間
　行政相談とは、国の行政機関や道路公団のような
特殊法人などの仕事について、苦情や要望を聞き、
その解決の促進を図る制度です。
　相談には、総務大臣が委嘱した民間のボランティ
アである「行政相談委員」が対応します。
　５月１６日（月）～２２日（日）の１週間は、この行
政相談委員制度を皆さんにもっと知ってもらうため
の「春の行政相談週間」です。
　市は、この週間にちなんで、行政相談委員による
行政相談所を開設します。秘密は固く守られますの
で、気軽にご利用ください。
　また、当日は都合が悪いという人は、行政相談委
員の自宅や電話、手紙でも受け付けています。さら
に総務省岐阜行政評価事務所（岐阜市金竜町５�１３
岐阜合同庁舎・行政苦情１１０番�０５８（２４６）１１００）で
はいつでも相談に応じています。
●期　日　５月２０日（金）
●時　間　午後１時～４時
●場　所　土田公民館および桜ケ丘公民館（どちら

でも行います）
●行政相談委員　
　○勝川薫雄さん（下恵土　��４１３０）
　○渡邉町子さん（下恵土　��６２６７）
●相談料　無料
●問合先　総務課
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市
は
、
昨
年　

月
に
募
集
し
た
「
花
い
っ

１２

ぱ
い
運
動
ポ
ス
タ
ー
」
の
応
募
作
品
１
０
５

８
点
の
中
か
ら
、
入
賞
・
入
選
と
な
っ
た
１

０
３
点
を
展
示
し
ま
す
。

●
期
日　

５
月　

日
（
金
）
〜　

日
（
日
）

１３

１５

●
時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

●
場
所　

花
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５
ぎ
ふ
会
場

内
ジ
ャ
パ
ン
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
０
５
ぎ
ふ
会
場
（
瀬
田
）

※
作
品
の
見
学
に
は
、
花
フ
ェ
ス
タ
２
０
０

５
ぎ
ふ
の
入
場
券
が
必
要
で
す
。

●
問
合
先　

維
持
管
理
課

 　

可
児
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
ア
フ
リ
カ

の
ザ
ン
ビ
ア
共
和
国
へ
支
援
物
資
を
送
る
た

め
に
、
衣
料
品
と
文
房
具
の
収
集
活
動
を
行

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
期
日　

５
月　

日
（
土
）
〜　

日
（
月
）

１４

１６

●
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
４
時
（　

日
は

１０

１６

正
午
ま
で
）

●
場
所　

総
合
会
館
分
室（
Ｊ
Ｒ
可
児
駅
西
）

●
収
集
物
品　

衣
料
、
履
物
、
帽
子
、
毛
布
、

花
い
っ
ぱ
い
運
動
ポ
ス
タ
ー
展
示 

優
秀
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い

可
児
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

衣
料
支
援
に
協
力
を

布
地
、
文
房
具
、
農
機
具
、
楽
器
、
玩
具
、

絵
本
、
車
椅
子
な
ど

※
衣
料
は
、
新
品
・
古
着
を
問
い
ま
せ
ん
が
、

汚
れ
を
落
と
し
て
ボ
タ
ン
欠
け
補
修
を
し

て
く
だ
さ
い
。下
着
は
新
品
に
限
り
ま
す
。

●
そ
の
他　

量
に
応
じ
て
送
料
を
負
担
し
て

い
た
だ
き
ま
す
（
段
ボ
ー
ル
１
箱
に
つ
き

１
２
０
０
円
程
度
）。

●
問
合
先　

同
ク
ラ
ブ
事
務
局�

�
１
０
０
１

 　

瀬
田
幼
稚
園
は
、
ま
だ
入
園
し
て
い
な
い

子
ど
も
と
保
護
者
を
対
象
に
し
た
園
庭
開
放

「
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
」を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
期
日　

５
月　

日
（
水
）
雨
天
中
止

１８

●
時
間　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

１５

●
場
所　

瀬
田
幼
稚
園

●
内
容　

在
園
児
・
先
生
と
の
遊
び
、
読
み

聞
か
せ
タ
イ
ム
、
育
児
に
関
す
る
相
談

●
問
合
先　

同
幼
稚
園 

�
�
１
３
０
２

 　

市
は
、
児
童
扶
養
手
当
や
公
的
年
金
な
ど

国
の
経
済
的
な
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
父
子

家
庭
等
に
支
給
す
る
「
父
子
家
庭
等
支
援
手

当
」
を
新
設
し
ま
す
。

瀬
田
幼
稚
園
・
園
庭
開
放 

な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
を
開
催

ひ
と
り
親
家
庭 

手
当
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　

な
お
、
母
子
・
父
子
家
庭
や
父
ま
た
は
母

が
重
度
障
が
い
の
家
庭
等
を
対
象
と
し
て
い

た
「
す
こ
や
か
夢
育
成
金
」
は
廃
止
と
な
り

ま
す
。

父
子
家
庭
等
支
援
手
当

●
新
設
日　

８
月
１
日
（
月
）（
受
付
開
始
）

●
対
象
者　

父
子
家
庭
、
母
重
度
障
害
の
家

庭
●
支
給
額　

児
童
１
人
当
た
り
５
０
０
０
円

（
月
額
）

●
支
給
月　
　

月
、
４
月
、
８
月
（
前
４
カ

１２

月
分
を
支
給
し
ま
す
）

●
必
要
書
類　

戸
籍
謄
本
、
健
康
保
険
証
、

年
金
手
帳
、預
金
通
帳（
郵
便
局
は
不
可
）、

認
印
な
ど

※
な
お
、
児
童
扶
養
手
当
同
様
の
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
。

す
こ
や
か
夢
育
成
金

●
廃
止
日　

７
月　

日
（
日
）

３１

　

な
お
、
７
月　

日
（
金
）
ま
で
に
申
請
し

２９

認
定
さ
れ
た
場
合
は
、
原
則
と
し
て
８
月

に
育
成
金
を
支
給
し
ま
す
。（
必
要
書
類
は

父
子
家
庭
等
支
援
手
当
と
同
様
で
す
）

●
問
合
先　

こ
ど
も
課

缶
ペットボトル
トレー資源

金物類・
粗大ごみ収集地区

１８（水）２５（水）
中恵土・下恵土・禅台寺・
徳野南・平貝戸・明智・
石森・石井

２６（木）１９（木）今渡・土田

２３（月）１６（月）菅刈・西帷子・緑・鳩吹台・
若葉台・虹ケ丘

３０（月）２６（木）東帷子・愛岐ケ丘・長坂・
光陽台・長洞・帷子新町

２５（水）１８（水）
川合・川合北・谷迫間・
清水ケ丘・日本ランド・
美里ケ丘・坂戸・矢戸・
塩・塩河・室原・坂戸台

２４（火）１７（火）
久々利・羽崎・二野・緑ケ丘・
羽生ケ丘・瀬田・柿田・
しらさぎ・渕之上・兼山

２０（金）１３（金）
下切・北姫ニュータウン・
みずきケ丘・今・広眺ケ丘・
広見

２７（金）２０（金）
桜ケ丘・皐ケ丘・桂ケ丘・
小滝苑・柿下・大森・松伏・
大森台・星見台

５月のごみ・リサイクル資源収集日

資源集団回収にご協力を

５月２２日（日）期　　日

可児市生活学校回収団体

瓶、缶、ペットボトル、ト
レー、発泡スチロール、
紙類（新聞と広告は別
にする）

回収品目

午前９時～１１時の間
に総合会館分室駐車
場（ＪＲ可児駅西）へ

収集時間
場　　所

●軽自動車税

●固定資産税・
都市計画税

1期

5月の税金 

※5月31日までに納め
ましょう。

案
　
内 
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３歳児健康診査
　● 期日　５月１１日（水）　　● 受付時間
１時～１時１５分　　● 場所　保健セン
ター　　● 対象者　１４年４月１日～１５
日生まれ

１歳６カ月児健康診査
　● 期日と対象者　　○ ５月１７日（火）
＝１５年１０月１日～１５日生まれ　　○ ５
月２３日（月）＝１５年１０月１６日～３１日
生まれ　　● 受付時間　１時～１時１５
分　　● 場所　保健センター

あこがれママ教室
　● 日時　　○ １課＝５月１３日（金）９時
１０分～９時２０分　　○ ２課＝５月２０日
（ 金 ） ９ 時２０分 ～ ９ 時３０分
　● 場所　保健センター　　● 内容　　○ １
課＝妊娠中の生活と栄養（試食）
　○ ２課＝妊婦体操（運動のできる服
装、飲み物を持参）、歯の衛生（歯ブ
ラシ、手鏡、コップを持参）

ポリオ
　● 期日と場所　　○ ５月１３日（金）＝
平牧公民館　　○ ５月１７日（火）＝兼
山公民館　　● 受付時間　２時～２時
３０分　　● 対象者　投与日を基準とし
て、生後３カ月から９０カ月までの乳
幼児で、未投与者と１回投与済者
※２回目投与は、１回目との間隔を
６週間以上空けてください。

乳児健康診査
　● 期日と対象者　　○ ５月１８日（水）
＝１６年１２月１６日～３１日生まれ　　○ ５
月２４日（火）＝１７年１月１日～１５日
生まれ　　● 受付時間　１時～１時１５
分　　● 場所　保健センター

元気はつらつ講話
　● 期日と場所　　○ ５月１９日（木）＝
福寿苑（大森）　　○ ５月２４日（火）＝
可児川苑（坂戸）　　● 時間　１時３０分
～２時１０分　　● 内容　腰痛・ひざ痛・
肩こり予防

BCG
　● 期日　５月２０日（金）　　● 受付時間
１時３０分～１時５０分　　● 場所　保健
センター　　● 対象者　１７年２月１日
～１５日生まれ

離乳食モグモグ教室
　● 期日　５月２５日（水）　　● 受付時間
９時４５分～１０時　　● 場所　総合会館
（市役所向かい）　　● 対象者　離乳中
期以降の子どもを持つ人　　● 持ち物
エプロン、三角きん、手ふき　　● 申
込締切　５月１８日（水）　　● 申込先
健康増進課

母子健康手帳交付
　● 期日　毎週金曜日　　● 受付時間
９時１５分～９時３０分　　● 場所　保健
センター

３種・２種混合（初回・追加）

　● 受付時間　２時～２時３０分　　● 対
象者　生後３カ月以上９０カ月未満
　○ ３種＝百日ぜきにかかったことのな
い子（３～８週間の間隔で３回接種）
　○ ２種＝百日ぜきにかかったことのあ
る子（４～６週間の間隔で２回接種）
※初回終了後１年～１年半の間隔で
追加接種を受けてください。

献血
　● 日時と場所　　○ ５月１６日（月）１０時
～３時＝兼山公民館　　○ ５月２４日
（火）１０時～１時、２時～４時＝ユ
ニー可児店（中恵土）

離乳食相談
　● 期日　５月１８日（水）、２４日（火）
　● 受付時間　２時～２時１５分　　● 場
所　保健センター　　● 対象者　離乳
期の乳児を持つ人　

こども相談
　● 期日　５月１９日（木）　　● 受付時間
９時～１０時３０分　　● 場所　保健セン
ター　　● 対象者　乳幼児を持つ人

国税の出張相談
　● 期日　５月１２日（木）　　● 時間　１０
時～３時　　● 場所　市役所１階相談
室　　● 問合先　税務課

心配ごと相談
　● 期日　毎週火曜日　　● 時間　１時
～４時　　● 場所　福祉センター（今
渡）　　● 問合先　市社会福祉協議会
��１５５５

人権・困りごと相談
　● 期日　５月１３日（金）　　● 時間　１
時～４時　　● 場所　図書館本館（広
見）　● 問合先　まちづくり推進課

行政相談
　● 期日　５月１３日（金）　　● 時間　１
時～４時　　● 場所　市役所１階相談
室　　● 問合先　総務課

景観相談
　● 日時　　○ 緑化＝５月１７日（火）２
時～４時　　○ デザイン・色彩＝５月
１９日（木）９時３０分～１１時３０分　　● 場
所　市役所１階相談室　　● 申込方法
都市計画課へ電話で予約する　　● 問
合先　同課

法律相談
　● 期日　５月１７日（火）、２４日（火）
　● 受付時間　１時～２時　　● 場所
福祉センター　　● 問合先　まちづく
り推進課

発達と教育の相談会
　● 期日　５月２５日（水）　　● 時間　１
時３０分～３時３０分　　● 場所　総合会
館分室（ＪＲ可児駅西）　　● 申込方法
各幼稚園、各保育園、小中学校に備
え付けの相談申込書で申し込むか、
教育研究所へ電話で予約する　　● 問
合先　同研究所　��４８４１

ことば・発達相談
　● 日時　平日の３時３０分～４時３０分
に電話で受け付け、予約　　● 場所　養
護訓練センター（可児警察署西） 　● 申
込・問合先　同センター　��０２５５

精神保健福祉相談
　● 期日　５月１３日（金）　　● 時間　１
時３０分～４時３０分　　● 場所　福祉セ
ンター　　● 申込方法　福祉課へ電話
で予約する　　● 問合先　同課

生涯楽習相談
　● 期日　５月１６日（月）　　● 時間　１
時～４時　　● 場所　市役所１階相談
室　※子どもボランティア相談も受け
付けます。　　● 問合先　生涯学習課

住宅（建築）相談
　● 期日　５月２０日（金）　　● 時間　１
時～４時　　● 場所　市役所１階相談
室　　● 問合先　建築指導課

　乳児健診・１歳６カ月児健診・３歳児
健診と保健センターで行われる予防接種
の番号札は、午前８時３０分から受付に用
意しています。番号札を利用する場合は、
母子健康手帳を持参の上、お越しくださ
い。 　● 問合先　健康増進課

場　所期　日
姫 治 公 民 館５／１１（水）
今 渡 公 民 館　　１６（月）
久々利公民館　　２５（水）
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太郎（日本語） すみません ごめんなさい わかりません 

　現在可児市には、全人口の約６％、29カ国5,900
人余りの外国人が住んでいます。今や17人に１人
は外国人です。職場や学校、お店などで外国語を
耳にする機会も多いと思います。 
　相手から自分の国の言葉で話し掛けられるとう
れしいものです。簡単な言葉を覚えて、近くの外
国人の皆さんとコミュニケーションを取りましょう。
文化の違いによるすれ違いは、笑顔とコミュニケ
ーションで解消しましょう。 
　このコーナーでは、日常生活で使える簡単な言
葉を紹介しています。相手の言葉を知って、国際
交流を図りましょう。 
　自分が悪かったときには素直に謝って仲良くし
よう。 

　広報かにの隔月15日号で紹介していたこのコー
ナーは、今回から隔月１日号で紹介することにな
りました。 
●問合先　まちづくり推進課 

普段の自分をチェックしてみましょう
①毎日の生活に充実感がない
②これまで楽しんでやれていたことが、楽
しめなくなった
③以前は楽にできていたことが、今ではお
っくうに感じられる

④自分が役に立つ人間だと思えない
⑤訳もなく疲れたような感じがする

José（ジョゼ） 
ポルトガル語 

Emily（エミリー） 
英語 

デスクウペ 
Desculpe

デスクウピ ミ 
Desculpe-me

ノン エンテンド 
Não entendo

イクス キューズ ミー 
Excuse me

アイム ソーリー 
I am sorry

アイ ドント 
アンダースタンド 

I don't �
understand

「浜木綿の花」 

No.1

うつ病自己チェック 
　新生活でストレスを多く感じるこの季節、チェ
ックしておきたいのは、うつ病を早期発見するた
めのサインです。次のような症状を感じたら専門
家へ早めに受診しましょう。 
　十分な休養と場合によっては服薬が必要ですが、
早めの対応が早期回復の鍵となります。 

　左に上げた状態のうち2項目以上が2週間以上、
ほとんど毎日続いていて、そのためにつらい気持
になったり毎日の生活に支障が出たりしている場
合には、うつ病の可能性がありますので、医療機
関で受診しましょう。 
　このほかに、眠れなくなったり食欲がなくなっ
たりすることもよく起こる症状です。うつ病は特
別な人がかかる病気で
はなく、誰でもかかる
可能性があります。周
囲の人は、本人のペー
スに配慮して無理な支
援にならないよう注意
が必要です。 
●問合先　健康増進課 

は ま ゆ う  

No.1

　市は、地域で活躍されている団体の人を対象に、

日本経済新聞社編集委員の鹿嶋敬さんをお招きし、「地

域で築こう男女共同参画」をテーマに講演会を開催

しました。 

　講演では、女性軽視などが背景にあるDV、セクハ

ラの問題、定年退職した男性たちが地域（家庭）に

戻った時の居場所など、時にユーモアをまじえて男

女共同参画社会の大切さを話されました。 

　参加者は、「真の男女共同参画は、やはり家庭の

中にあると思う。少しずつ意識していきたい」など

改めて気付くことも多かったようです。 

　講演の最後に、とても仲のいいご夫婦にその秘訣

を尋ねたら、「それは簡単なことですよ。例えば窓

を開け、庭を見ながら、“あなた、浜木綿（はまゆう）

の花が咲きましたね。”と一言。そこから会話が始

まるのですよ」と笑って話された

そうです。きっかけとなる一言か

ら会話が弾めば、その家庭の男女

共同参画は、進んでいるのだそう

ですよ。 

　ぜひ、ご家庭で「浜木綿の実験」

をしてみてください。 

●問合先　総合政策課 
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「ケーブルテレビ可児７ｃｈ」で毎日放映中！！ 

　木々の緑が日増しに増え、その若い

緑が目にしみる季節になってきました。 

　さて、新・可児市のスタートに併せ、「広

報KANI」を全面的にリニューアル。紙

の厚さも今までより薄くしました。 

　皆さん、ご感想はいかがですか。 

　リニューアルに当たっては、市民の皆

さんからのご提案や他の自治体の広報

紙などを参考に検討しました。 

　広報紙の持つ役割は、インターネット

が普及した今にあっても、情報を共有

する手段としての重要さは変わりません。

これからもぜひ「広報かに」を応援して

ください。（誠） 

広報かには、ボランティアグループ
により音訳・点訳されています。音
訳版または点訳版の広報を希望す
る人は、市政情報課にご連絡ください。 

編集後記 M E D I A 　 I N F O R M A T I O N

楽しい音楽とともに、市からの情報を提供しています。 
ぜひお聞きください。 

「FMでんでん」にて放送！ 

76．8MHｚ 毎週月～金曜日 ●FMでんでん 
午前9時～9時15分 
午後3時45分～4時（再放送） 

土・日曜日（７：３０・１２：３０・１４：００・２０：００・２２：００） 
月～金曜日（７：３０・１２：３０・２０：００・２２：００） 

※番組の内容や時間は変更する 
　ことがあります。 

　今回は、主に旧兼山町の皆さんに諸手続きの
変更点などをお知らせします。 
★シリーズ：図書館だより 

5／1（日）～6（金） 

●合併を迎えて 

　今年１０月１日に実施される国勢調査のあらまし
と調査員の募集のお知らせです。 
★シリーズ：好きなのはカニダー 

5／21（土）～27（金） 

●国勢調査にご協力を 

　合併により新たに市立小学校となった兼山小学
校の歴史や学校生活の様子について紹介します。 

5／7（土）～13（金） 

●学校めぐり拡大版「兼山小学校」 
　新一年生の集団登校が本格的に始まっています。
安全な通学路についての特集です。 
★シリーズ：図書館だより 

5／28（土）～6／3（金） 

●うるおいライフ 

　Go！Go！花フェス特別編として、5月4日に可児
市が開催するイベントの様子をお伝えします。 

5／14（土）～20（金） 

●可児市ハッピーHappyフェア 

●「兼山ってどんな“まち”？」展 
　5月15日（日）まで（本館） 
●「20年　進化する図書館へ！」展 
　5月19日（木）～6月8日（水）（本館） 
●「愛岐ケ丘・宅老『いろりの四季』」展 
　5月26日（木）まで（帷子分館） 
●「楽しい水彩画」展 
　5月26日（木）まで（桜ケ丘分館） 

　図書館では、0歳から貸出カードを作ることができます。
また、子どもから大人まで、誰でも無料で利用できます。
本は一人5点まで、3週間貸し出します。 
　図書館は本館のほか、帷子分館、桜ケ丘分館、移動図
書館ひまわり号があります。ひまわり号は約2500冊の
本を積んだバスで、兼山小学校、公民館へも巡回します。
右の予定表をご覧ください。 
　子どもたちに読み聞かせを行う「かにっ子タイム」や、
乳幼児と保護者向けの「ちびっこかにっ子タイム」とい
うお話会も行っています。どうぞご参加ください。 
　読書は人生をより深く生きるための糧になります。図
書館をあなたの書斎として、ぜひご活用ください。 

【日時と場所】 
〇本館＝毎週土曜日午後2時～、第2・4木曜日午前11
時～（幼児向け） 

〇帷子分館＝毎週土曜日午後2時～、第2・4木曜日午前
10時30分～（幼児向け） 

〇桜ケ丘分館＝毎週土曜日午前10時30分～ 
【内　容】絵本の読み聞かせ、お話、紙芝居、本の紹介など 
※5月28日（土）は本館で人形劇があります。 

図書館だより 
本　　　館　1烝5120 
　　　　　　（火曜～金曜　午前10時～午後7時） 
　　　　　　（土・日 曜　午前10時～午後5時） 
帷 子 分 館　1烽8530 
桜ケ丘分館　1焉3473 
　　　　　　（分館は全日　午前9時～午後5時） 
http：//www.tosyokan.kani.gifu.jp/

● 5／11（水） 
愛岐ケ丘五丁目公園････････2：10～2：40 
愛岐ケ丘中央公園･･････････2：50～3：30 
春里小学校･･･････････････3：45～4：30 

● 5／12（木） 
兼山小学校････････････････1：10～1：50 
兼山公民館････････････････2：10～3：00 

● 5／13（金） 
春里連絡所････････････････2：10～2：50 
光陽台四丁目公園･･････････3：00～3：40 
西可児中学校･･････････････3：50～4：30 

● 5／17（火） 
みずきケ丘三丁目公園･･････1：30～2：00 
今公民館･･････････････････2：10～2：40 
清水ケ丘集会所････････････2：55～3：30 
南帷子小学校･･････････････3：45～4：30 

● 5／18（水） 
柿下公民館････････････････1：30～2：00 
緑ケ丘二丁目バス停････････2：10～2：50 
広見東連絡所･･････････････3：05～3：30 
東明小学校････････････････3：45～4：30 

● 5／19（木） 
JAめぐみの川合支店･･･････1：30～2：00 
今渡連絡所････････････････2：10～2：40 
平牧連絡所････････････････2：55～3：20 
今渡北小学校･･････････････3：45～4：30 

● 5／20（金） 
奥山台あすなろ公園････････1：30～2：05 
松伏団地･･････････････････2：20～2：50 
旭小学校･･････････････････3：10～4：30 

● 5／24（火） 
桂ケ丘二丁目バス停････････2：00～2：50 
桜ケ丘西友駐車場･･････････3：05～3：40 
桜ケ丘小学校･･････････････3：50～4：30 

● 5／25（水） 
福寿苑･･･････････････････1：30～2：00 
大平公民館･･･････････････2：15～2：45 
広見小学校･･･････････････3：05～3：50 
しらさぎ団地･････････････4：05～4：30

展示のご案内 

かにっ子タイム 

兼山の皆さん、図書館をご利用ください 

休館日 
5月2日（月）～5日（祝）、9日（月）、16日（月）、23日（月） 
　27日（金）、30日（月）、6月6日（月） 
※5月27日（金）は館内整理日です。 

広報かに ２００５.５.１ 

KANI city インフォメーション 



　新緑の緑が濃くなっていく5月。川原にキンケイギ
クが咲き乱れます。甘いみつを求めるミツバチも上
機嫌で飛び交います。（羽崎） 

　新１年生の皆さん全員集合！ おそろいのジャージを着
た１３人の初々しい姿がまぶしく見えます。 
　兼山小学校は、５月１日から可児市の小学校としてス
タート。全校児童９６人の可児市で一番小さな学校にな
ります。 
　明治５年、私塾一貫社として発足して以来、１３０余年の
歴史を持つ学校です。伝統文化を育んだ、地域に根ざし
た学校として歩んできました。３３代目にあたる山田校
長は、将来を担う子どもたちに、　「小学校での６年間、
やる気と自信を持って頑張ってほしい」と熱く語ります。 
　緑豊かな自然に囲まれた環境の中で、子どもたちは
地域の人たちに見守られながらすくすくと育っていくこ
とでしょう。 
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兼山小学校新1年生の児童たち 

黄金色の
キンケイギク

広報かには古紙配合率１００％・白色度８０％再生紙を使用し、 
地球に優しい大豆油１００％のインキで印刷されています。 VOC成分 

ゼロ 


